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試験 1：受胎率はそれぞれ性選別精液 29.8 ％
（151/507）、子宮体深部 35.0％（7/20）であり差はな
かった。試験 2：性選別精液授精後、6 ～ 9時間後
追い授精群 34.2％（53/155）、24時間後追い授精群
32.4％（69/213）であり差はなかった。ホルスタイン
雌子牛の出生率はそれぞれ 69.4％（34/49）、88.1％
（59/67）で、有意差がみられた。試験 3：ホルスタイ
ン雌性選別精液授精後、ホルスタイン雌性判別受精
卵（IVF）移植群 36.0％（9/25）、和牛精液授精後、F1
受精卵（IVF）移植群 52.2％（12/23）で、有意差がみ
られた。
【考察】
性選別精液の受胎率 30％は遜色ないものであり、
性選別精液の低受胎率は、追い授精および追い移植
することで向上する傾向がみられた。ホルスタイン
雌子牛の出世率は減少する半面、価値の高い肉用子
牛が取得できる長所がある。よって、ホルスタイン
雌性選別精液の単独使用より、他の精液および受精
卵を組み合わせると、さらに利用価値が高いと考え
られた。牛群で優良牛には性選別精液を使用し後継
牛の確保をし、他牛には追い授精追い移植をするこ
とで、高価なF1および和牛を得られ収入増が図られ
る。また、今後ゲノム検査された高泌乳、抗病性の
高い、高免疫性、高寿命および高繁殖性を有した優
良精液が増えることが予想されるので、性選別精液
の一般使用が不可欠であり、酪農家の経済的な貢献
は大きいものと結語した。
